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反転授業後の長期記憶保持に関する分析 
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図 1 感想文字数と 9週間後テストの散布図























と 9 週間後テストの散布図を図 3 に示す．図 3
のプロットから，左上 3名を仮に外れ値と想定し，






















変数名 事前テスト 事後テスト 9週間後テスト 気づき文字数 感想文字数
事前テスト － 0.02 0.26 0.14 -0.07
事後テスト 88.9% － 0.80 0.25 0.34
9週間後テスト 12.5% 0.0% － 0.25 0.34
気づき文字数 41.0% 14.0% 14.3% － 0.45




平均(σ) 8.8 (3.3) 63.3 (21.0) 38.4 (13.6) 85.7 (54.1) 169.1 (87.7)
最小値
最大値
中央値
表１　各変数の記述統計量( n =35)
事前テスト
3
15
9
18
97
68
事後テスト 9週間後テスト 感想文字数
24
414
149
6
65
38
気づき文字数
15
220
72
